
地区の概況（補足） 

 
（１）液状化の状況 
 

道路や水道の破損箇所や住宅地内など随所で噴砂現象が生じており、地盤の液状化が発生している。海岸

から 1km 圏外の住宅及び公共施設（道路、水道）の被害は、液状化による地盤の変状が主な原因と思われ

る。津波浸水区域は海岸から概ね 1km 圏内である。 
干潟地区を除く水道の被害箇所ほぼ全てが道路被害箇所と対応し、公共施設被害箇所のほとんどが被災建

物位置付近に分布する。 
道路被災箇所では不陸の相対沈下量が計測されており（「２３災道路災害査定資料」（旭市）より）、その

量は 4cm～72cm で（平均 27cm）である。なお、整理に用いたデータは市道の被害データ（箇所別概要書）

のみである。被害データの数値（相対沈下量）は被害写真から判読した。舗装道路・側溝等と、舗装してい

ない道路等を分けて整理すると、舗装道路・側溝等の相対沈下量は 4cm～70cm で（平均 25cm）であるの

に対し、舗装していない道路等の相対沈下量は 4cm～72cm で（平均 40cm）とやや上回る傾向がみられた。 
道路・水道及び家屋の被災位置と、飯岡町史に示された砂鉄鉱区位置を比較すると、蛇園・東足洗・椎名

内ではよく一致する。しかし、中谷里・中谷里浜・足川・野中では砂鉄鉱区から外れた箇所に被害がある。

また、蛇園北部の砂鉄鉱区に被害がほとんどみられない。 
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道路被災箇所の沈下測量（相対沈下量）について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（例）足川 54cm 

（例）椎名内 35cm 

（例）蛇園 18cm 

4-2



4-3

この高さで50cm

相対沈下量

（市役所、支所位置）

道路相対沈下量測定位置図（旭市全域）

旭市役所

海上支所

干潟支所

飯岡支所

※注意※
・整理に用いたデータは市道の被害データ（箇所別概要書）のみ
・被害データの数値（相対沈下量）は被害写真から判読した
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この高さで50cm

相対沈下量

（市役所、支所位置）

道路相対沈下量測定位置図（被災域）

旭市役所

海上支所

飯岡支所

※注意※
・整理に用いたデータは市道の被害データ（箇所別概要書）のみ
・被害データの数値（相対沈下量）は被害写真から判読した
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この高さで50cm

（市役所、支所位置）

この高さで50cm

相対沈下量
(舗装道路、側溝等)

相対沈下量
(舗装していない道路等)

道路相対沈下量測定位置図（旭市全域）

※注意※
・整理に用いたデータは市道の被害データ（箇所別概要書）のみ
・被害データの数値（相対沈下量）は被害写真から判読した

旭市役所

海上支所

干潟支所

飯岡支所
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道路相対沈下量測定位置図（被災域）

この高さで50cm

（市役所、支所位置）

この高さで50cm

相対沈下量
(舗装道路、側溝等)

相対沈下量
(舗装していない道路等)

※注意※
・整理に用いたデータは市道の被害データ（箇所別概要書）のみ
・被害データの数値（相対沈下量）は被害写真から判読した

旭市役所

海上支所

飯岡支所
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